
2024 年 全国一斉ガンカモ・カワウ調査に参加 

                     倉本 春美 
 
 令和６年（2024 年）の調査に当会も例年通り参加しました。実施は１月１１日（木）。昨年、今年と新しい参
加者も増えて嬉しいことでした。 
 担当区域である武庫川中流域の生瀬橋から武庫川新橋間を調査。参加者は１２名。３班に分かれて、カモ類と
カワウをカウント。カモ類は１０種を確認。オカヨシガモがここ数年ずいぶん増えてきました。その反面ヒドリ
ガモ、オナガガモが減少傾向にあります。 
 総数は 666 羽で、昨年に比べて 183 羽の減少でした。４年ほど前から 900 羽、800 羽と増えていましたが、15
年くらい前からみると 500 羽、600 羽ですから、元に戻ったのかな、こんなものかなとも思います。またちらほ
ら聞こえてくる他の地点でも、少ない・減ったとの声を聞きます。この変化はどうみたらいいのでしょうか？気
になるところです。 
 カワウは少なくて９羽でした。 
 
総括 ＝ 川道会⾧              
 A 班 ＝ 生瀬橋→宝塚大橋        石田・川道・原田・戒能 
 B 班 ＝ 宝塚新大橋→宝塚大橋      倉本・渡邊・重村・高見 
 C 班 ＝ 武庫川新橋→宝塚新大橋     山尾・小島道子・広瀬・佐々木敬 
 
ご多用中ご参加くださいました会員の皆様お疲れさまでした。 
 
 
 

集計結果は次のページに、 



武庫川中流域ガンカモ・カワウ生息状況個体数調査表(集計)

調査日 2024年 1月 11日 (木 )AM 9:00～ 12:00天候 晴れ
調査メンバー 石田、川道、原田、戒能、 本、渡邊、重村、高見、山尾、小島道子、広瀬、佐々木敬

調査範囲 生瀬橋～宝塚大
橋

宝塚大橋～宝塚
新大橋

宝塚新大橋～武
庫川新橋No.

種  名
合 計

オカヨシガモ 55 118 140 313
ヨシガモ 0
ヒドリガモ 38 20 38 96

4 マガモ 18 20
カルガモ 17 4 21
ハシビロガモ 29 33
オナガガモ 3333
コガモ 94 22 4 120
ホシハジロ 0

10 キンクロハジロ 10 12 28
11 ミコアイサ 0
12 カワアイサ
13 アメリカヒドリ

計 264 172 230 666

ワ ′４一

以外
Na 種  名 ノゝ .=エ

●コ員i

カイツブリ 12 4 25
0キジバト

アオサギ 5
4 ダイサギ 4
コサギ 14

0バ ン
オオバン 59 12456
ヒメアマツバメ 0
イカルチドリ

10 イソシギ 3
11 ユリカモメ 36 45
12 セグロカモメ
13 ミサゴ 0
14 トビ
15 カワセミ
16 チョウゲンンボウ 0
17 モズ
18 ハシボソガラス 4
19 ハシブトガラス
20 シジユウカラ 0
21 イワツバメ 0
22 ヒヨドリ
23 ウグイス
24 エナガ 10 10

1125 メジロ 11
26 ムクドリ 00 00

027 ツグミ
28 ジョウビタキ

029 イソヒヨドリ
030 スズメ

31 キセキレイ
ハクセキレイ32

33 セグロセキレイ
34 カワラヒワ 8

035 ホオジロ
36 アオジ 0
37 カンムリカイツブリ


